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	令和　　年　月　日　　　提出
	受付　令和　　年　月　日
	Ｎｏ．

	推　薦　者
	氏　名
	推薦者は、会員、土木事業に関連する学･協会および法人とし、自らの応募は認めない。
	職　業
	　


	　
	住　所
	
	電　話
	　

	受賞対象となる

技術開発件名
	技術開発の行われた時期は問わないが、おおむね、最近5か年以内に実績が認められその技術内容が技術雑誌等に公表されたもの。


	受賞候補者
正会員である個人
または
正会員を含む団体
	（ふりがな）

氏　　　　名
	所　　　　属
	住　　　　　　　　　　　　所
	年　齢

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	　
	事　業　主　体
	
	実 施 者 名
	

	実
	1
	事　業　件　名
	

	　
	　
	実　施　場　所
	

	績
	　
	実　施　時　期
	　年　　月　　日　～　　　年　　　月　　日

	　
	　
	事　業　主　体
	　
	実 施 者 名
	　

	の
	2
	事　業　件　名
	　

	　
	　
	実　施　場　所
	　

	概
	　
	実　施　時　期
	 　年　　月　　日　～　　　年　　　月　　日

	　
	　
	事　業　主　体
	　
	実 施 者 名
	　

	要
	3
	事　業　件　名
	　

	　
	　
	実　施　場　所
	　

	　
	　
	実　施　時　期
	 　年　　月　　日　～　　　年　　　月　　日

	添付資料名
	この資料は選考委員、表彰委員に配付します。選考委員会による公開審査会を開催します。


	　
	

	－　　　注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意　　　－

1． 記入に当たっては、募集要項（ダム工学ホームページダム工学会賞の公募のお知らせ）を読んで下さい。

２．推薦者が法人その他の団体の場合には、責任者および連絡先の職氏名を明記して下さい。

３．受賞候補者には、ダム工学会会員に○印を、さらに代表者には◎印をつけて下さい。

４．添付資料名の欄には、受賞対象となる技術開発に関連して過去に公表されたものを記入して下さい。
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	受賞対象となる技術開発件名
	

	　要　旨　お　よ　び　推　薦　理　由

　ダムの調査、試験、設計、施工または維持管理等において、創意工夫に富む技術を開発、実用化し、ダム技術の発展に著しい貢献をなしたと認められるもの
　下記の項目についても記載して下さい

1.独創性（既存類似技術と較べ）があるならどこか

2.実用性（経済性を含め）があるならどこか

　
　

　

3. 完成度の高さまたは今後の発展性があるならどこか



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	　各受賞候補者の果たした役割（受賞候補者がグループの場合）



	

	

	当該候補に関して特許あるいは実用新案を申請している場合また使用した他の特許等がある場合は、代表的なものを下表のそれぞれ該当する番号に○印をつけ、かつ各項目に記入して下さい。

	 特許あ
	１．当該特許および実用新案　　　　　　　2.　使用した他の特許・実用新案

	 るいは
	Ａ．特　　許　　申　　請　　　　　　　Ｂ．実　用　新　案　申　請

	 実用新
	ａ．出願中（公開前）　ｂ．出願中（公開後）　ｃ．審査請求中　ｄ．出願公告中　ｅ．特許登録済

	 案の申
	部　　門
	区　　　分
	出願日
	出願番号
	発明名称
	発　明　者
	出　願　人

	 請状況
	　
	　
	
	
	
	
	

	につい
	公開日
	公 開 番 号
	公告日
	公告番号
	特許登録日
	特 許 番 号
	出願人と候補者との関係

	　て
	
	
	
	
	
	
	


